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「
脇
目
も
ふ
ら
ず
に
党
の
躍

進
へ
ま
い
進
し
よ
う
」
―
９
日

に
開
か
れ
た
参
院
候
補
者
会

議
の
合
言
葉
で
す
。
国
会
が
始

ま
っ
て
安
倍
政
権
の
暴
走
は

ま
す
ま
す
酷
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
暴
走
に
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
立
ち
は
だ
か
り
対
案
を
示

し
て
た
た
か
っ
て
い
る
の
が

日
本
共
産
党
。
草
の
根
で
戦
争

法
廃
止
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻

す
一
点
で
の
共
闘
を
真
剣
に

努
力
し
、
２
０
０
０
万
署
名
に

も
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
最

後
の
最
後
ま
で
野
党
共
闘
、
統

一
候
補
へ
の
努
力
を
誠
実
に

尽
く
す
の
は
当
然
で
す
が
、
そ

れ
待
ち
に
な
ら
ず
、
様
子
見
に

陥
ら
ず
候
補
者
先
頭
に
党
躍

進
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
、
そ
れ

が
国
民
の
願
い
に
応
え
る
道

と
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。 

 

松
山
市
労
働
者
後
援
会
の

つ
ど
い
（
１
０
日
）
へ
。
春
闘

真
っ
盛
り
の
い
ま
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
か
ら
決
別
し
賃
金
ア
ッ

プ
、
正
規
雇
用
拡
大
が
景
気
を

よ
く
す
る
道
、
と
語
り
合
い
ま

し
た
。
日
銀
は
つ
い
に
マ
イ
ナ

ス
金
利
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

市
中
銀
行
が
日
銀
に
ば
か
り

お
金
を
預
け
る
の
で
は
な
く

市
中
に
回
る
よ
う
に
と
の
狙

い
で
し
ょ
う
が
、
一
番
の
問
題

は
市
中
に
需
要
が
な
い
こ
と

で
す
。
大
企
業
ば
か
り
応
援

し
、
国
民
に
痛
み
を
押
し
付

け
、
個
人
消
費
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
破
た
ん
の
証
明
で
す
。
株
価

も
大
幅
に
下
落
を
始
め
ま
し

た
。
世
界
一
株
価
を
気
に
す
る

安
倍
政
権
の
頼
み
の
綱
が
切

れ
始
め
て
い
ま
す
。 

 

広
島
県
廿
日
市
市
の
つ
ど

い
（
１
１
日
）
の
タ
イ
ト
ル
は

「
呼
ぼ
う
よ 

春
（
名
）
を 

早
春
の
つ
ど
い
」。「
春
名
と
と

も
に
政
治
に
春
を
」
と
実
に
語

り
や
す
い
。
岩
国
の
錦
帯
橋
近

く
で
街
頭
演
説
を
し
て
、
お
近

く
の
お
店
の
女
将
に
ご
挨
拶

す
る
と
「
私
も
ハ
ル
ナ
よ
」
。

「
お
名
前
で
す
よ
ね
」
「
い
い

や
名
字
（
旧
姓
）
で
す
」
「
お

生
ま
れ
は
？
」
「
岡
山
県
備
前

市
」
、
「
私
、
美
作
市
で
す
」
。

珍
し
い
姓
で
す
か
ら
一
気
に

親
近
感
が
わ
き
ま
す
。
春
に
向

か
う
こ
の
時
期
は
名
字
だ
け

で
得
し
た
気
分
。 

 

地
元
長
浜
で
の
新
春
の
つ

ど
い
（
７
日
）
で
は
、
米
田
県

議
夫
妻
、
下
元
市
議
夫
妻
の
デ

ュ
エ
ッ
ト
に
混
じ
っ
て
私
た

ち
夫
婦
も
結
婚
３
０
年
で
初

め
て
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
。
曲
目
は

Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の
「
３
６
５
日
の

紙
飛
行
機
」
。
ド
緊
張
の
あ
ま

り
写
真
も
取
り
忘
れ
。
酔
い
も

い
っ
ぺ
ん
に
覚
め
ま
し
た
。
あ

い
さ
つ
の
方
が
は
る
か
に
楽

で
す
。 

（２
０
１
６
年
２
月
２
１
日
付
） 

日
本
共
産
党
の
島
根
県
議

団
と
松
江
市
議
団
は
１
２

日
、
立
石
雅
昭
新
潟
大
名
誉

教
授
（
地
質
学
）
を
招
き
、

「
島
根
原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ

プ
、
活
断
層
の
新
知
見
を
読

み
解
く
」
と
題
し
た
講
演
会

を
松
江
市
で
開
き
ま
し
た
。

約
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
（
写
真
上
） 

中
国
電
力
は
島
根
原
発
近

く
に
あ
る
活
断
層
「
宍
道
断

層
」
の
長
さ
を
３
キ
ロ
延
長
し

て
２
５
キ
ロ
と
評
価
。
規
制
委

は
再
稼
働
の
前
提
と
な
る
１

月
の
審
査
で
了
承
し
ま
し
た
。 

立
石
氏
は
「
地
表
に
現
れ
て

い
る
活
断
層
は
地
下
の
震
源

し
た
。 

立
石
氏
や
遠
藤
秀
和
党
鳥

取
・
島
根
国
政
対
策
委
員
長
、

大
平
喜
信
衆
院
議
員
秘
書
、
県

 

断
層
の
一
部
。
地
震
を
引
き
起

こ
し
う
る
震
源
断
層
と
活
断

層
の
関
係
は
、
現
在
の
科
学
で

は
信
頼
に
足
る
地
震
規
模
の

予
測
は
困
難
。
そ
れ
を
で
き
る

と
強
弁
し
、
原
発
は
安
全
だ
と

主
張
す
る
の
は
放
漫
だ
」
と
指

摘
。
島
根
原
発
の
敷
地
と
周
辺

で
は
地
震
が
発
生
す
る
深
さ

（
数
キ
ロ
か
ら
十
数
キ
ロ
）
の

地
下
構
造
、
特
に
地
震
を
引
き

起
こ
し
う
る
断
層
の
存
在
が

一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
宍
道
断
層
が
２
５
キ
ロ
な

ど
あ
り
得
な
い
と
強
調
し
ま

川
本
町
議
選
（
定
数
９
）

が
４
月
１
２
日
告
示
、
１
７

日
投
票
で
行
わ
れ
、
日
本
共

産
党
か
ら
新
人
の
山
口
節

雄
氏
（
写
真
）
の
立
候
補
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

川
本
町
は
２
０
０
８
年

に
山
下
倫
代
氏
が
勇
退
さ

れ
た
後
、
日
本
共
産
党
の
議

員
が
い
な
い
自
治
体
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
立
候
補
に
あ
た

り
、
山
口
氏
は
「
町
政
に
住

民
の
声
を
ま
っ
す
ぐ
届
け
る

議
員
が
必
要
」
と
の
思
い
で

挑
戦
す
る
決
意
を
固
め
ら
れ

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
空
白
克

服
を
め
ざ
し
、
全
力
で
た
た

か
い
ま
す
。 

略
歴
◆
１
９
４
９
年
、
川

本
町
三
原
生
ま
れ
◆
島
根
大

学
卒
◆
７
４
年
、
損
害
保
険

会
社
へ
入
社
◆
２
０
１
５

年
、
損
害
保
険
会
社
を
退
職

し
、
広
島
か
ら
川
本
町
へ
帰

郷
◆
１
５
年
、
石
見
銀
山
囲

碁
将
棋
道
場
を
開
設
。 

い
ま
、
国
民
生
活
と
平

和
・
民
主
主
義
は
、
安
保
法

制
の
強
行
成
立
で
、
戦
後
最

大
と
も
い
う
べ
き
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
、
自
治
体
に
は
、
国
い

い
な
り
の
政
治
か
ら
住
民
を

守
る
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
、
議
会
を
傍
聴
し

ま
し
た
が
、
住
民
の
声
を
町

政
に
生
か
す
自
治
体
本
来
の

あ
り
方
か
ら
す
る
と
不
十
分

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

私
は
、
①
住
民
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
、
住
民
の
命

と
く
ら
し
を
守
る
町
政
、
②

住
民
に
と
っ
て
不
利
益
と
な

る
国
や
県
の
施
策
に
声
を
あ

げ
る
町
政
へ
の
転
換
を
め
ざ

し
て
頑
張
り
ま
す
。 

議
団
と
市
議
団
ら
は
１
１
、
１
２

の
両
日
、
島
根
原
発
構
内
や
宍
道

断
層
を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。（
写

真
下
） 

 

日
本
共
産
党
鳥
取
西
部
地

区
委
員
会
は
１
３
日
、
米
子
市

で
小
倉
正
行
党
参
院
議
員
秘

書
を
講
師
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
っ
て
な

ん
だ
？
ど
う
な
る
？
暮
ら
し

と
地
域
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。（
写
真
下
） 

 

小
倉
氏
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
目

的
は
最
終
的
に
す
べ
て
の
品
目
の

関
税
撤
廃
に
あ
る
」
と
指
摘
。
協

定
に
は
、
①
協
定
発
効
後
直
ち
に

関
税
撤
廃
時
期
の
繰
上
げ
協
議
規

定
、
②
発
効
後
７
年
目
の
見
直
し

規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
し

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
林
水
産
業
や
食
の

安
全
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
遠
藤
秀
和

党
鳥
取
・
島
根
国
政
対
策
委
員
長

が
決
意
表
明
し
ま
し
た
。 


